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９・１０月号

神
恩
感
謝

神
徳
拝
受

朝日に祈り　夕日に感謝　日はまた昇る
　

毎
朝
、
朝
拝
後
に
境
内
の
掃
き

掃
除
を
行
い
ま
す
。
季
節
柄
、
瞬

く
間
に
、
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り

ま
す
。
諸
先
輩
方
々
か
ら
は
、
神

様
に
お
仕
え
す
る
第
一
歩
は
清
掃

で
あ
る
、
同
時
に
自
身
の
心
を
掃

除
す
る
の
だ
、
と
教
わ
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
某
都
市
で
は
犯
罪

の
発
生
率
が
高
い
事
が
悩
み
の
種

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
市
長
が
悩

ん
だ
末
に
一
念
発
起
し
、
市
の
予

算
で
落
書
き
だ
ら
け
の
地
下
鉄
の

壁
を
き
れ
い
に
塗
り
替
え
た
と
こ

ろ
、
不
思
議
と
犯
罪
の
発
生
率
が

激
減
し
た
そ
う
で
す
。

　

整
理
整
頓
、
清
潔
清
浄
。

清
々
し
い
場
所
に
、
神
、
宿
る
。

ふ
と
自
分
の
周
囲
を
見
渡
し
て
、

汗
顔
の
至
り
で
あ
り
ま
し
た
。

　

平
和
で
穏
や
か
な
暮
ら
し
の
証

は
、
清
潔
感
や
美
意
識
を
発
露
で

き
る
事
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

混
乱
の
続
く
諸
外
国
の
映
像
を
見

ま
す
と
、
瓦
礫
と
ゴ
ミ
が
散
乱
し

た
街
並
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
智
。
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［ 十月五日 秋季例大祭  併、疫病鎮静祈願祭・臨時大祓式ご案内 ］

ご参拝には、自宅で検温され、マスクを着用ください。
・本殿内外の三密を回避し、皆さまの健康と安全を最大限に確保しつつ、
　秋季例大祭の御祭儀を厳修することを、第一義とします。
・併、疫病鎮静祈願祭、臨時大祓式を厳修します。
・会館の宿泊、食事は、大祭期間中、休止します。

団体様のご参拝は、ご代表２名様内にて、お願いします。

○コロナ禍の一日も早い鎮静化と、国家安泰、世界平和、すべての命の幸福を、
　懸命にお祈りします。皆さまも、ご一緒にお祈りください。
○御神像拝戴、御祈祷は、団体、個人のお申込み共に、通常通りご奉仕します。
　頂上社、成就社、土小屋遥拝殿、本社にて。
○コロナ禍の状況により、ご参拝の在り方の変更をお願いする場合があります。
◎次の御大祭には、例年以上に盛大な御大祭を斎行できます様、整えて参ります。

○秋季例大祭　予定

１０月４日　　　　　　　石鎚本教　教会聯合会　総会　　　　　　　　書面会議
　　　　　　　　　　　　組合長ミーティング　　　　　　　　　　　　休止
　　　　　　１０：００　役員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施・変更も有り
　　　　　　１７：００　前夜祭　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎行
　　　５日　１０：００　例大祭・疫病鎮静祈願祭・臨時大祓式　　　　斎行　下記詳細
　　　　　　１４：００　豊友会　監査会・理事会　　　　　　　　　　実施　総会は書面会議
　　　６日　１０：００　祖霊殿例大祭・合祀祭　　　　　　　　　　　斎行
　　　７日　　９：００　後宮祭　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎行

○１０月５日　秋季例大祭　予定
・例大祭・鎮静祈願祭　大祓詞を奉唱。マスクを着用ください。

・臨時大祓式　　　　　人形（ひとがた）配布、お焚き上げを斎行。
・ご奉仕　　　　　　　近隣の信徒の方にご奉仕をお願いする場合があります。
・神賑行事は休止　　　神輿渡御、御旅所祭、花神輿、樽神輿、稚児行列、餅投げ、
　　　　　　　　　　　演芸奉納、お茶席、直会、弁当、煙火等は、休止。
・預かり賽銭、初穂料　持参か郵送ください。神納後、お下がりをお送りします。
　　　　　　　　　　　初穂献納の方へ［疫病災除守］をご希望体数、贈呈します。
・御祈祷、お守り　　　本社窓口か郵送にて、お申し込みください。

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

「
預
か
り
賽
銭
」と
は

　

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教
で
行
わ

れ
る
、
下
記
の
三
つ
の
大
祭
に
於
て
、

期
間
中
に
ご
参
拝
出
来
な
い
信
徒

の
皆
様
が
、
ご
代
表
様
、
お
世
話

人
様
に
代
理
参
拝
を
お
願
い
し
、

皆
様
方
の
お
賽
銭
を
ご
奉
納
頂
く

事
で
す
。

　

こ
の
「
ご
奉
納
」
を
通
じ
て
、

よ
り
多
く
皆
様
方
に
、
大
神
様
の

ご
神
徳
を
拝
受
し
て
頂
き
た
く
存

じ
ま
す
。

　

各
教
会
・
遙
拝
所
・
講
社
の
ご
代

表
様
は
、御
神
徳
発
揚
の
為
、一
人
で

も
多
く
の
信
徒
皆
様
方
へ
、ご
協
力

を
お
伝
え
し
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
各
教
会
・
遙
拝
所
・
講

社
に
所
属
の
皆
様
方
は
、
ご
代
表

様
、
お
世
話
人
様
に
お
尋
ね
下
さ

い
。
お
世
話
人
様
が
ご
不
明
な
方

は
、
本
社
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

春
季
例
大
祭

　

毎
年
四
月
四
日
〜
七
日

　
　
　

（
例
大
祭
は
五
日
）

夏
山
開
き
大
祭

　

毎
年
七
月
一
日
〜
十
日

秋
季
例
大
祭

　

毎
年
十
月
四
日
〜
七
日

　
　
　

（
例
大
祭
は
五
日
）

◎
お
供
え
頂
い
た「
預
か
り
賽
銭
」の

初
穂
料
に
よ
り
、大
祭
毎
に
定
め
ら

れ
た
御
神
札
を
お
世
話
人
様
へ
お
預

け
致
し
ま
す
。後
ほ
ど
お
受
け
取
り

お
祀
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

※
預
か
り
賽
銭
の
帳
面
は
、
大
祭

の
約
二
ヶ
月
前
ま
で
に
は
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

℡
〇
八
九
七
―
五
五
―
四
〇
四
四

℻
〇
八
九
七
―
五
五
―
七
二
四
二

令
和
二
年
秋
季
例
大
祭
の
様
子

令
和
二
年
秋
季
例
大
祭
の
様
子

令
和
二
年
秋
季
例
大
祭
の
様
子

参進大祓詞斉唱

臨時大祓式 浦安の舞奉納
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五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

《
成
就
社
》

令
和
三
年
七
月

◎
参
拾
万
円
以
上　

岡
本　

一
仁

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　
　
　
　
　

田
﨑　

勝
・
淳
子

《
本
社
》

令
和
三
年
八
月

◎
壱
拾
万
円
以
上　

秋
月　

亨
太

◎
五
万
円
以
上　

福
本　

芳
智

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ま
た
、
本
社
で
の
五
千
円
以
上

の
お
初
穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
社
本
殿
前
掲
示
板
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
奉
納
心
か
ら
篤
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。文

責　

権
禰
宜　

大
岡

　

去
る
八
月
八
日
午
前
十
一
時
よ
り
、

石
鎚
神
社
中
宮
成
就
社
境
内
に
御
鎮

座
さ
れ
ま
す
八
大
龍
王
社
に
お
い
て
、

例
大
祭
並
び
に
、
お
火
焚
き
祈
願
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
為
、
今
年
は
、
ご
参
列
の

皆
様
に
は
自
宅
で
の
検
温
、
マ
ス
ク

着
用
、
手
指
消
毒
を
お
願
い
す
る
中

で
の
斉
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
日
に
お
清
め
の
雨
を
頂
き
、
当

日
は
、
日
が
当
た
る
と
汗
が
出
る
ほ

ど
の
よ
い
天
気
を
頂
き
ま
し
た
。
祭

典
で
は
、
十
亀
権
宮
司
が
例
大
祭
を

言
祝
ぐ
祝
詞
を
奏
上
、
ご
参
列
頂
き

ま
し
た
方
々
に
、
大
神
様
の
ご
守
護

に
感
謝
申
し
上
げ
る
玉
串
礼
拝
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

お
火
焚
き
祈
願
祭
で
は
十
亀
権
宮

司
に
よ
り
、
三
一
三
本
の
祈
願
木
に

書
か
れ
た
、
皆
様
の
祈
願
を
一
本
一

本
読
み
上
げ
、
願
い
成
就
し
ま
す
よ

う
焼
き
納
め
、
田
窪
常
務
総
代
の
先

導
で
大
祓
詞
、
般
若
心
経
読
誦
し
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

祈
願
木
と
共
に
、
感
染
症
の
終
息

や
、
参
拝
出
来
な
い
気
持
ち
を
綴
ら

れ
た
お
手
紙
、
お
初
穂
を
多
数
頂
き

ま
し
た
。
祭
典
当
日
の
朝
、
八
大

龍
王
社
の
前
で
奉
読
、
お
供
え
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
ご
報
告
致

し
ま
す
。

　

感
染
症
は
収
ま
る
気
配
が
無
い

程
の
勢
い
で
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

信
徒
の
皆
様
の
健
康
を
祈
る
と
共

に
、
一
日
も
早
く
皆
様
と
お
顔
を

会
わ
せ
ら
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を

切
に
願
い
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

八
大
龍
王
社
例
大
祭
斎
行　
令
和
三
年
八
月
八
日

令
和
三
年
四
月　
　

一
日
か
ら

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

　

※
五
万
円
以
上
奉
納
奉
納
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
今
治
越
智
崇
敬
組
合
◆

弐
拾
万
円
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
ス
マ
エ

◆
高
知
崇
敬
組
合
◆

弐
拾
万
円
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川
教
会

　

真
心
の
ご
浄
財
を
賜
り
ま
し
た
皆

様
に
は
、
ご
奉
賛
心
よ
り
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
奉
賛
会
は
今
後
も
継
続
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

担
当　

大
岡
・
岩
本

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

御　

奉　

納

御　

奉　

納

御　

奉　

納

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

　

七
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
の

霊
峰
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭
に
て

『
大
幟
旗
』
成
就
社
と
本
社
境
内

に
御
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
三
年
七
月
吉
日

『
大
幟
旗
』
御
奉
納
者

《
成
就
社
》

徳
島
県
美
馬
市
穴
吹
町

　
　
　
　
　
　
　
　

梶
浦　

富
義

《
本
社
》

広
島
県
呉
市
北
塩
屋
町

　
　
　

大
打
山
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

石
﨑　

昌
司

広
島
県
呉
市
三
条

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
山
中

　
　
　
　

下
本　

洋
一
・
千
鶴
子

広
島
県
安
芸
郡
坂
町
植
田

　
　

近
藤　

俊
郎
・
田
中　

将
人

広
島
県
呉
市
倉
橋
町

　
　
　
　

前
本　

卓
造
・
久
美
子

広
島
県
呉
市
倉
橋
町

　
　
　
　

前
本　

純
二
・
二
佐
美

広
島
県
呉
市
倉
橋
町

　
　
　
　
　

前
本　

裕
司
・
由
季

広
島
県
呉
市
倉
橋
町

　
　
　
　

前
本　

洋
之
・
ヒ
サ
コ

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

御
奉
納
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
社
報
七
、
八
月
号
に
掲
載

の
次
項
に
誤
字
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
関
係
各
位
に
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

※　

六
頁　
　
　

三
段
目

香
春
協
会
↓
香
春
教
会

※　

七
頁　
　
　

一
段
目

大
分
石
鎚
協
会
↓
大
分
石
鎚
教
会

和
食
協
会　
　

↓
和
食
教
会

福
岡
神
和
協
会
↓
福
岡
神
和
教
会

※　

十
五
頁　
　

一
段
目

中
世
崇
敬
組
合
↓
中
予
崇
敬
組
合

※　

二
十
頁　
　

見
出
し

高
知
崇
敬
組
合
給
会
↓

高
知
崇
敬
組
合
総
会
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五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

《
成
就
社
》

令
和
三
年
七
月

◎
参
拾
万
円
以
上　

岡
本　

一
仁

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　
　
　
　
　

田
﨑　

勝
・
淳
子

《
本
社
》

令
和
三
年
八
月

◎
壱
拾
万
円
以
上　

秋
月　

亨
太

◎
五
万
円
以
上　

福
本　

芳
智

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ま
た
、
本
社
で
の
五
千
円
以
上

の
お
初
穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
社
本
殿
前
掲
示
板
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
奉
納
心
か
ら
篤
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。文

責　

権
禰
宜　

大
岡

　

去
る
八
月
八
日
午
前
十
一
時
よ
り
、

石
鎚
神
社
中
宮
成
就
社
境
内
に
御
鎮

座
さ
れ
ま
す
八
大
龍
王
社
に
お
い
て
、

例
大
祭
並
び
に
、
お
火
焚
き
祈
願
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
為
、
今
年
は
、
ご
参
列
の

皆
様
に
は
自
宅
で
の
検
温
、
マ
ス
ク

着
用
、
手
指
消
毒
を
お
願
い
す
る
中

で
の
斉
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
日
に
お
清
め
の
雨
を
頂
き
、
当

日
は
、
日
が
当
た
る
と
汗
が
出
る
ほ

ど
の
よ
い
天
気
を
頂
き
ま
し
た
。
祭

典
で
は
、
十
亀
権
宮
司
が
例
大
祭
を

言
祝
ぐ
祝
詞
を
奏
上
、
ご
参
列
頂
き

ま
し
た
方
々
に
、
大
神
様
の
ご
守
護

に
感
謝
申
し
上
げ
る
玉
串
礼
拝
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

お
火
焚
き
祈
願
祭
で
は
十
亀
権
宮

司
に
よ
り
、
三
一
三
本
の
祈
願
木
に

書
か
れ
た
、
皆
様
の
祈
願
を
一
本
一

本
読
み
上
げ
、
願
い
成
就
し
ま
す
よ

う
焼
き
納
め
、
田
窪
常
務
総
代
の
先

導
で
大
祓
詞
、
般
若
心
経
読
誦
し
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

祈
願
木
と
共
に
、
感
染
症
の
終
息

や
、
参
拝
出
来
な
い
気
持
ち
を
綴
ら

れ
た
お
手
紙
、
お
初
穂
を
多
数
頂
き

ま
し
た
。
祭
典
当
日
の
朝
、
八
大

龍
王
社
の
前
で
奉
読
、
お
供
え
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
ご
報
告
致

し
ま
す
。

　

感
染
症
は
収
ま
る
気
配
が
無
い

程
の
勢
い
で
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

信
徒
の
皆
様
の
健
康
を
祈
る
と
共

に
、
一
日
も
早
く
皆
様
と
お
顔
を

会
わ
せ
ら
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を

切
に
願
い
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

八
大
龍
王
社
例
大
祭
斎
行　
令
和
三
年
八
月
八
日

令
和
三
年
四
月　
　

一
日
か
ら

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

　

※
五
万
円
以
上
奉
納
奉
納
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
今
治
越
智
崇
敬
組
合
◆

弐
拾
万
円
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
ス
マ
エ

◆
高
知
崇
敬
組
合
◆

弐
拾
万
円
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川
教
会

　

真
心
の
ご
浄
財
を
賜
り
ま
し
た
皆

様
に
は
、
ご
奉
賛
心
よ
り
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
奉
賛
会
は
今
後
も
継
続
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

担
当　

大
岡
・
岩
本

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

御　

奉　

納

御　

奉　

納

御　

奉　

納

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

　

七
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
の

霊
峰
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭
に
て

『
大
幟
旗
』
成
就
社
と
本
社
境
内

に
御
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
三
年
七
月
吉
日

『
大
幟
旗
』
御
奉
納
者

《
成
就
社
》

徳
島
県
美
馬
市
穴
吹
町

　
　
　
　
　
　
　
　

梶
浦　

富
義

《
本
社
》

広
島
県
呉
市
北
塩
屋
町

　
　
　

大
打
山
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

石
﨑　

昌
司

広
島
県
呉
市
三
条

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
山
中

　
　
　
　

下
本　

洋
一
・
千
鶴
子

広
島
県
安
芸
郡
坂
町
植
田

　
　

近
藤　

俊
郎
・
田
中　

将
人

広
島
県
呉
市
倉
橋
町

　
　
　
　

前
本　

卓
造
・
久
美
子

広
島
県
呉
市
倉
橋
町

　
　
　
　

前
本　

純
二
・
二
佐
美

広
島
県
呉
市
倉
橋
町

　
　
　
　
　

前
本　

裕
司
・
由
季

広
島
県
呉
市
倉
橋
町

　
　
　
　

前
本　

洋
之
・
ヒ
サ
コ

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

御
奉
納
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
社
報
七
、
八
月
号
に
掲
載

の
次
項
に
誤
字
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
関
係
各
位
に
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

※　

六
頁　
　
　

三
段
目

香
春
協
会
↓
香
春
教
会

※　

七
頁　
　
　

一
段
目

大
分
石
鎚
協
会
↓
大
分
石
鎚
教
会

和
食
協
会　
　

↓
和
食
教
会

福
岡
神
和
協
会
↓
福
岡
神
和
教
会

※　

十
五
頁　
　

一
段
目

中
世
崇
敬
組
合
↓
中
予
崇
敬
組
合

※　

二
十
頁　
　

見
出
し

高
知
崇
敬
組
合
給
会
↓

高
知
崇
敬
組
合
総
会
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令
和
二
年

十
月
二
十
六
〜
二
十
七
日

神
社
職
員
の
み
で
巡
拝

令
和
二
年

十
月
二
十
六
〜
二
十
七
日

神
社
職
員
の
み
で
巡
拝

令
和
二
年

十
月
二
十
六
〜
二
十
七
日

神
社
職
員
の
み
で
巡
拝

 
 

　

（裏 　　・　　 表）

　
　

※
一
筆
入
魂
、祈
願
を
込
め
ご
記
入
下
さ
い
。

◎「
納
め
札
」を
奉
納
し
た
方
に
は
、巡
拝
後
に
三
十
六
王
子
社
専
用

　
　

の
お
守
り
を
授
与
致
し
ま
す
。

三
十
六
の
王
子
社
と
は

（
第
三
十
六
番
王
子
社
よ
り
弥
山
を
望
む
）

　
　
　
　

・
王
子
社
と
は
、
石
鎚
大
神
様　

　
　
　
　

の
御
子
神
様
の
御
社
。

　
　
　
　

・
霊
峰
石
鎚
山
中
の
、
三
十
六　

　
　
　
　

カ
所
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

・
古
来
、
先
達
は
三
十
六
王
子　

　
　
　
　

社
を
巡
拝
し
つ
つ
、
御
山
に　

　
　
　

参
詣
し
た
。

三
十
六
王
子
社
の
巡
拝
と
は

・
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
使
わ
ず
、

石
鎚
山
中
の
古
道
を
３
泊
４
日
間
徒

歩
で
三
十
六
王
子
社
を
全
て
巡
拝
し
、

祈
願
を
奉
納
す
る
石
鎚
回
峰
行
（
か
い

ほ
う
ぎ
ょ
う
）。

納
め
札
と
は

◎
全
て
の
王
子
社
に
、
祈
願
が
記
入

さ
れ
た
「
納
め
札
」
を
読
み
上
げ
し

て
祈
願
奉
納
。

※
巡
拝
に
参
加
で
き
な
い
方
の
「
納

め
札
」
は
、
巡
拝
者
が
代
理
に
て
祈

願
奉
納
。

〜　
　

ご　

案　

内　
　

〜

「
納
め
札
」は
随
時
受
け
付
け

　

し
て
い
ま
す
。

◎「
納
め
札
」祈
願
奉
納
初
穂
料

一
体
三
十
六
枚
（
三
十
六
箇
所
分
）

五
千
円
也
。

◎
記
入
済
み「
納
め
札
」の
石
鎚
神
社

本
社
へ
の
返
送
は
、
十
月
十
日
〆
切
。

◎
本
年
の
巡
行
は
、

　

十
月
二
十
四
日
〜
二
十
七
日

※
尚
、
現
状
の
コ
ロ
ナ
禍
を
鑑
み
、

今
回
の
み
職
員
並
び
に
豊
友
会
の

有
志
に
て
巡
拝
行
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
お
問
合
せ　

石
鎚
神
社　

本
社

℡
：
〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四

十
月
二
十
六
日

第１番福王子社第６番子安場王子社

第１９番鳥居坂王子社第２０番稚子宮鈴之巫子王子社 第１６番山伏王子社第２４番御鍋岩屋王子社第２１番大元王子社 第２５番御塔石王子社

第３６番天狗獄王子社第２６番窟の薬師王子社 第２9番前社森王子社

十
月
二
十
七
日

さ
ん
じ
ゅ
う
ろ
く

お
う
じ
し
ゃ

「 納 め 札 」に記入中
一筆入魂、祈願の様子

お
さ　

ふ
だ

納
め
札

◎上記は、第三十六番天狗嶽王子社の「納め札」です。

※「納め札」は、１冊３６枚（３６カ所分）。

第１番から第３６番、各王子社のそれぞれの「納め札」です。

三
十
六
王
子
社
専
用
お
守
り

（縦　7cm　×　横　3cm）

（三十六王子社QRコード）
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令
和
二
年

十
月
二
十
六
〜
二
十
七
日

神
社
職
員
の
み
で
巡
拝

令
和
二
年

十
月
二
十
六
〜
二
十
七
日

神
社
職
員
の
み
で
巡
拝

令
和
二
年

十
月
二
十
六
〜
二
十
七
日

神
社
職
員
の
み
で
巡
拝

 
 

　

（裏 　　・　　 表）

　
　

※
一
筆
入
魂
、祈
願
を
込
め
ご
記
入
下
さ
い
。

◎「
納
め
札
」を
奉
納
し
た
方
に
は
、巡
拝
後
に
三
十
六
王
子
社
専
用

　
　

の
お
守
り
を
授
与
致
し
ま
す
。

三
十
六
の
王
子
社
と
は

（
第
三
十
六
番
王
子
社
よ
り
弥
山
を
望
む
）

　
　
　
　

・
王
子
社
と
は
、
石
鎚
大
神
様　

　
　
　
　

の
御
子
神
様
の
御
社
。

　
　
　
　

・
霊
峰
石
鎚
山
中
の
、
三
十
六　

　
　
　
　

カ
所
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

・
古
来
、
先
達
は
三
十
六
王
子　

　
　
　
　

社
を
巡
拝
し
つ
つ
、
御
山
に　

　
　
　

参
詣
し
た
。

三
十
六
王
子
社
の
巡
拝
と
は

・
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
使
わ
ず
、

石
鎚
山
中
の
古
道
を
３
泊
４
日
間
徒

歩
で
三
十
六
王
子
社
を
全
て
巡
拝
し
、

祈
願
を
奉
納
す
る
石
鎚
回
峰
行
（
か
い

ほ
う
ぎ
ょ
う
）。

納
め
札
と
は

◎
全
て
の
王
子
社
に
、
祈
願
が
記
入

さ
れ
た
「
納
め
札
」
を
読
み
上
げ
し

て
祈
願
奉
納
。

※
巡
拝
に
参
加
で
き
な
い
方
の
「
納

め
札
」
は
、
巡
拝
者
が
代
理
に
て
祈

願
奉
納
。

〜　
　

ご　

案　

内　
　

〜

「
納
め
札
」は
随
時
受
け
付
け

　

し
て
い
ま
す
。

◎「
納
め
札
」祈
願
奉
納
初
穂
料

一
体
三
十
六
枚
（
三
十
六
箇
所
分
）

五
千
円
也
。

◎
記
入
済
み「
納
め
札
」の
石
鎚
神
社

本
社
へ
の
返
送
は
、
十
月
十
日
〆
切
。

◎
本
年
の
巡
行
は
、

　

十
月
二
十
四
日
〜
二
十
七
日

※
尚
、
現
状
の
コ
ロ
ナ
禍
を
鑑
み
、

今
回
の
み
職
員
並
び
に
豊
友
会
の

有
志
に
て
巡
拝
行
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
お
問
合
せ　

石
鎚
神
社　

本
社

℡
：
〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四

十
月
二
十
六
日

第１番福王子社第６番子安場王子社

第１９番鳥居坂王子社第２０番稚子宮鈴之巫子王子社 第１６番山伏王子社第２４番御鍋岩屋王子社第２１番大元王子社 第２５番御塔石王子社

第３６番天狗獄王子社第２６番窟の薬師王子社 第２9番前社森王子社

十
月
二
十
七
日

さ
ん
じ
ゅ
う
ろ
く

お
う
じ
し
ゃ

「 納 め 札 」に記入中
一筆入魂、祈願の様子

お
さ　

ふ
だ

納
め
札

◎上記は、第三十六番天狗嶽王子社の「納め札」です。

※「納め札」は、１冊３６枚（３６カ所分）。

第１番から第３６番、各王子社のそれぞれの「納め札」です。

三
十
六
王
子
社
専
用
お
守
り

（縦　7cm　×　横　3cm）

（三十六王子社QRコード）
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石
鎚
神
社　

土
小
屋
遥
拝
殿　

も
み
じ
祭
り
（
御
鎮
座
五
十
周
年
）

十
月
二
十
三
日　

十
一
時　

大
祭
式
斎
行

ご
参
拝
に
は
、
自
宅
で
検
温
さ
れ
、
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。

・
殿
内
の
三
密
を
回
避
し
、
皆
さ
ま
の
健
康
と
安
全
を
最
大
限
に
確
保
し
つ
つ
、
も
み
じ
祭
り
の
御
祭
儀
を
厳
修
す

　

る
こ
と
を
、
第
一
義
と
し
ま
す
。

・
皆
様
へ
の
ご
案
内
は
、
控
え
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
ご
自
由
に
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

・
殿
内
の
お
席
は
自
由
席
で
す
。
間
隔
を
あ
け
て
御
着
席
く
だ
さ
い
。

・
モ
チ
配
り
、
直
会
な
ど
神
賑
行
事
は
、
休
止
し
ま
す
。

団
体
様
で
の
ご
参
拝
は
、
ご
代
表
二
名
様
内
に
て
、
お
願
い
し
ま
す
。

○
神
恩
感
謝
と
御
神
徳
拝
受
の
お
祈
り
と
共
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い
鎮
静
化
と
、
国
家
安
泰
、
世
界
平
和
、

　

す
べ
て
の
命
の
幸
福
を
、
懸
命
に
お
祈
り
し
ま
す
。
皆
さ
ま
も
ご
一
緒
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

○
御
神
像
拝
戴
・
御
祈
祷
は
、
通
常
通
り
ご
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

○
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ
り
、
ご
参
拝
の
在
り
方
の
変
更
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
願
い

・
初
穂
料
は
、
ご
持
参
か
郵
送
く
だ
さ
い
。
神
納
後
、撤
下
品
を
郵
送
し
ま
す
。
併
せ
「
疫
病
災
除
守
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

・
御
祈
祷
、
お
守
り
、
御
神
酒
は
、
窓
口
か
郵
送
、
お
電
話
に
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

令
和
四
年
十
月
二
十
三
日
は
「
御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝
大
祭
」
を
盛
大
に
厳
粛
に
斎
行
で
き
る
様
、整
え
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
改
修
工
事
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
知
崇
敬
組
合
祭
式
作
法
講
習
会
報
告

高
知
崇
敬
組
合 

祭
式
作
法
講
習
会 

報
告

高
知
崇
敬
組
合
祭
式
作
法
講
習
会
報
告

期　

間

　

十
月
三
日
（
日
）
よ
り
十
一
月
三
日
（
水
・
祝
）
ま
で
の

　

日
曜
・
祝
日

祭　

典

　

十　

月
三
日　

十
時
よ
り
初
日
祭

　

十
一
月
三
日　

十
時
よ
り
終
了
祭

　

こ
の
期
間
は
特
に
紅
葉
が
素
晴
ら
し
く
、
空
気
も
澄
み
、

心
と
体
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

　

三
密
を
回
避
し
、
マ
ス
ク
持
参
・
自
宅
で
検
温
を
さ
れ
、

お
参
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
本
年
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
は
感
染
症
拡
大
防
止
対
策

の
為
、
休
止
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
石
鎚
神
社
並
び
に
、
石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

の
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆様の参拝を心より
お待ちしております
中宮成就社
TEL 0897-59-0106

成
就
社

①　

代
表
者　
　
　

出
原　

孝
文　

組
合
長

②　

日　

時　
　
　

７
月
23
日
よ
り
３
日
間

③　

会　

場　
　
　

葉
山
教
会

④　

本
社
出
向
者　

佐
々
木
権
禰
宜　

湊
権
禰
宜

⑤　

コ
ロ
ナ
対
策

　
　
（
ご
案
内
）　　

高
知
県
下
の
教
会
・
遥
拝
所
へ

　
　
（
受　

付
）　　

検
温
器
と
消
毒
を
実
施

　
　
（
斎　

場
）　　

窓
を
開
け
扇
風
機
を
使
い
空
気
循
環

　
　
（
講　

習
）　　

全
員
マ
ス
ク
を
着
け
て
行
う

　
　
（
昼　

食
）　　

間
隔
を
空
け
て
黙
食
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石
鎚
神
社　

土
小
屋
遥
拝
殿　

も
み
じ
祭
り
（
御
鎮
座
五
十
周
年
）

十
月
二
十
三
日　

十
一
時　

大
祭
式
斎
行

ご
参
拝
に
は
、
自
宅
で
検
温
さ
れ
、
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。

・
殿
内
の
三
密
を
回
避
し
、
皆
さ
ま
の
健
康
と
安
全
を
最
大
限
に
確
保
し
つ
つ
、
も
み
じ
祭
り
の
御
祭
儀
を
厳
修
す

　

る
こ
と
を
、
第
一
義
と
し
ま
す
。

・
皆
様
へ
の
ご
案
内
は
、
控
え
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
ご
自
由
に
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

・
殿
内
の
お
席
は
自
由
席
で
す
。
間
隔
を
あ
け
て
御
着
席
く
だ
さ
い
。

・
モ
チ
配
り
、
直
会
な
ど
神
賑
行
事
は
、
休
止
し
ま
す
。

団
体
様
で
の
ご
参
拝
は
、
ご
代
表
二
名
様
内
に
て
、
お
願
い
し
ま
す
。

○
神
恩
感
謝
と
御
神
徳
拝
受
の
お
祈
り
と
共
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い
鎮
静
化
と
、
国
家
安
泰
、
世
界
平
和
、

　

す
べ
て
の
命
の
幸
福
を
、
懸
命
に
お
祈
り
し
ま
す
。
皆
さ
ま
も
ご
一
緒
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

○
御
神
像
拝
戴
・
御
祈
祷
は
、
通
常
通
り
ご
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

○
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ
り
、
ご
参
拝
の
在
り
方
の
変
更
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
願
い

・
初
穂
料
は
、
ご
持
参
か
郵
送
く
だ
さ
い
。
神
納
後
、撤
下
品
を
郵
送
し
ま
す
。
併
せ
「
疫
病
災
除
守
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

・
御
祈
祷
、
お
守
り
、
御
神
酒
は
、
窓
口
か
郵
送
、
お
電
話
に
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

令
和
四
年
十
月
二
十
三
日
は
「
御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝
大
祭
」
を
盛
大
に
厳
粛
に
斎
行
で
き
る
様
、整
え
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
改
修
工
事
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
知
崇
敬
組
合
祭
式
作
法
講
習
会
報
告

高
知
崇
敬
組
合 

祭
式
作
法
講
習
会 

報
告

高
知
崇
敬
組
合
祭
式
作
法
講
習
会
報
告

期　

間

　

十
月
三
日
（
日
）
よ
り
十
一
月
三
日
（
水
・
祝
）
ま
で
の

　

日
曜
・
祝
日

祭　

典

　

十　

月
三
日　

十
時
よ
り
初
日
祭

　

十
一
月
三
日　

十
時
よ
り
終
了
祭

　

こ
の
期
間
は
特
に
紅
葉
が
素
晴
ら
し
く
、
空
気
も
澄
み
、

心
と
体
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

　

三
密
を
回
避
し
、
マ
ス
ク
持
参
・
自
宅
で
検
温
を
さ
れ
、

お
参
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
本
年
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
は
感
染
症
拡
大
防
止
対
策

の
為
、
休
止
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
石
鎚
神
社
並
び
に
、
石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

の
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆様の参拝を心より
お待ちしております
中宮成就社
TEL 0897-59-0106

成
就
社

①　

代
表
者　
　
　

出
原　

孝
文　

組
合
長

②　

日　

時　
　
　

７
月
23
日
よ
り
３
日
間

③　

会　

場　
　
　

葉
山
教
会

④　

本
社
出
向
者　

佐
々
木
権
禰
宜　

湊
権
禰
宜

⑤　

コ
ロ
ナ
対
策

　
　
（
ご
案
内
）　　

高
知
県
下
の
教
会
・
遥
拝
所
へ

　
　
（
受　

付
）　　

検
温
器
と
消
毒
を
実
施

　
　
（
斎　

場
）　　

窓
を
開
け
扇
風
機
を
使
い
空
気
循
環

　
　
（
講　

習
）　　

全
員
マ
ス
ク
を
着
け
て
行
う

　
　
（
昼　

食
）　　

間
隔
を
空
け
て
黙
食
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銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え

現
在
の
御
屋
根
は
三
十
年
来
の
風
雨
雪
に
よ
り
、
傷
み
が
激
し
く
雨

漏
り
を
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
銅
板
に
て
御
屋
根
を
葺
き
替
え
、
石
鎚
大
神
様
が
御
鎮
座
さ

れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
御
社
殿
に
な
る
様
、
計
画
致
し
ま
し
た
。

　

木
部
外
壁
部
の
張
替
・
防
水
対
策
工
事

御
本
殿
外
壁
の
木
部
は
、
長
年
の
風
雨
雪
や
直
射
日
光
に
よ
り
木
が

割
れ
、
横
か
ら
の
漏
水
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

石
鎚
大
神
様
の
御
鎮
座
さ
れ
る
御
社
殿
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
木
部

外
壁
の
張
替
工
事
、
防
水
対
策
工
事
も
計
画
致
し
ま
し
た
。

　

周
辺
整
備

御
本
殿
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
回
廊
も
前
回
の
防
水
工
事
よ
り
年
数

を
経
て
機
能
が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

正
面
階
段
中
央
の
モ
ミ
の
木
が
成
長
し
、
石
畳
が
浮
き
上
が
り
参
拝

者
が
躓
く
事
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
維
持
管
理
の
為
、
外
回
廊
の
防
水
工
事
・
石
畳
の
一
部

改
修
・
ま
た
殿
内
の
畳
の
取
り
替
え
等
を
計
画
致
し
ま
し
た
。

　

改
修
工
事
費

①
銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え　
　
　
　
　
　
　

五
、
二
〇
〇
万
円

②
木
材
外
壁
部
の
張
り
替
え
・
防
水
対
策
工
事　

一
、
八
〇
〇
万
円

③
周
辺
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計　
　

七
、
五
〇
〇
万
円

　

奉
祝
費

一
、
奉
祝
大
祭
、
奉
祝
式
典
、
殿
内
掲
額

　
　

事
務
費
、
予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

計　
　

八
、
五
〇
〇
万
円

ご奉賛頂きました皆様へは、下記の対応をさせていただきます。

中
宮  

土
小
屋
遙
拝
殿  

御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝  

改
修
工
事
奉
賛
会

奉 賛 金 額
2,000円未満
2,000円以上
１万円以上
５万円以上
10万円以上
20万円以上
30万円以上
50万円以上
100万円以上

ご芳名
○
○
○
○
○
○
○
○
○

銅板記名

○
○
○
○
○
○
○
○

御神札

○
○
○
○
○
○
○

記念品

○
○
○
○
○
○

感謝状

○
○
○
○
○

掲  額

○
○
○
○
○

ご案内

○
○
○
○
○

八
月
二
十
六
日　

現
在
の
様
子

八
月
二
十
六
日　

現
在
の
様
子
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銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え

現
在
の
御
屋
根
は
三
十
年
来
の
風
雨
雪
に
よ
り
、
傷
み
が
激
し
く
雨

漏
り
を
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
銅
板
に
て
御
屋
根
を
葺
き
替
え
、
石
鎚
大
神
様
が
御
鎮
座
さ

れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
御
社
殿
に
な
る
様
、
計
画
致
し
ま
し
た
。

　

木
部
外
壁
部
の
張
替
・
防
水
対
策
工
事

御
本
殿
外
壁
の
木
部
は
、
長
年
の
風
雨
雪
や
直
射
日
光
に
よ
り
木
が

割
れ
、
横
か
ら
の
漏
水
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

石
鎚
大
神
様
の
御
鎮
座
さ
れ
る
御
社
殿
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
木
部

外
壁
の
張
替
工
事
、
防
水
対
策
工
事
も
計
画
致
し
ま
し
た
。

　

周
辺
整
備

御
本
殿
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
回
廊
も
前
回
の
防
水
工
事
よ
り
年
数

を
経
て
機
能
が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

正
面
階
段
中
央
の
モ
ミ
の
木
が
成
長
し
、
石
畳
が
浮
き
上
が
り
参
拝

者
が
躓
く
事
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
維
持
管
理
の
為
、
外
回
廊
の
防
水
工
事
・
石
畳
の
一
部

改
修
・
ま
た
殿
内
の
畳
の
取
り
替
え
等
を
計
画
致
し
ま
し
た
。

　

改
修
工
事
費

①
銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え　
　
　
　
　
　
　

五
、
二
〇
〇
万
円

②
木
材
外
壁
部
の
張
り
替
え
・
防
水
対
策
工
事　

一
、
八
〇
〇
万
円

③
周
辺
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計　
　

七
、
五
〇
〇
万
円

　

奉
祝
費

一
、
奉
祝
大
祭
、
奉
祝
式
典
、
殿
内
掲
額

　
　

事
務
費
、
予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

計　
　

八
、
五
〇
〇
万
円

ご奉賛頂きました皆様へは、下記の対応をさせていただきます。

中
宮  

土
小
屋
遙
拝
殿  

御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝  

改
修
工
事
奉
賛
会

奉 賛 金 額
2,000円未満
2,000円以上
１万円以上
５万円以上
10万円以上
20万円以上
30万円以上
50万円以上
100万円以上

ご芳名
○
○
○
○
○
○
○
○
○

銅板記名

○
○
○
○
○
○
○
○

御神札

○
○
○
○
○
○
○

記念品

○
○
○
○
○
○

感謝状

○
○
○
○
○

掲  額

○
○
○
○
○

ご案内

○
○
○
○
○

八
月
二
十
六
日　

現
在
の
様
子

八
月
二
十
六
日　

現
在
の
様
子
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-１２--１３-

崇　

敬　

神　

社

氏　

神　

神　

社

天 

照 

皇 

大 

神 

宮

天 

照 

皇 

大 

神 

宮

天 

照 

皇 

大 

神 

宮

崇 　

 

敬　

神　

社

氏 　

 

神　

神　

社

令
和
三
年
十
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
よ
り

　

来
る
令
和
四
年
に
奉
斎
す
る

大
麻
（
た
い
ま
・
お
は
ら
い
さ

ん
）
の
頒
布
式
を
月
次
祭
に
あ

わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
の
新
し
い
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
神
棚
を
清
め
、

神
宮
大
麻
・
氏
神
神
社
及
び
崇

敬
す
る
神
社
の
大
麻
・
お
神
札

を
大
神
様
の
大
御
璽
と
し
て
拝

受
・
奉
斎
し
、
一
年
間
各
家
庭

の
守
護
神
と
し
て
諸
々
の
罪
穢

を
祓
い
清
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
神
様
の
広
大
な
御
加
護
を

い
た
だ
き
、
家
族
の
一
年
間
の

無
事
と
幸
せ
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

　

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ

せ
て
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

神
宮
大
麻

石
鎚
神
社
大
麻

　

神
宮
大
麻
、
石
鎚
神
社
大
麻
を
始
め
、
神
札
は
、
新
し
い
年
を

迎
え
る
と
き
、
ま
た
新
居
な
ど
へ
引
っ
越
し
の
際
に
、
ご
自
宅
や

会
社
を
御
守
護
（
お
は
ら
い
）
し
て
頂
く
御
札
で
す
。

神
宮
大
麻　
　
　
　

初
穂
料
一
，〇
〇
〇
円

石
鎚
神
社
大
麻　
　

初
穂
料
一
，〇
〇
〇
円

大 

麻 

頒 

布 

式

大 

麻 

頒 

布 

式

大 

麻 

頒 

布 

式

《
神
棚
の
ま
つ
り
方
》

　

神
棚
は
家
庭
の
中
心
で
す
か

ら
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お

き
、
南
か
東
に
向
く
よ
う
に
お

ま
つ
り
し
ま
す
。

　

神
棚
の
無
い
ご
家
庭
で
も
大

麻
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
目
の

高
さ
く
ら
い
の
タ
ン
ス
や
本
棚

の
上
を
綺
麗
に
し
て
、
簡
易
神

棚
・
御
札
立
を
置
き
、
神
棚
と

し
て
お
ま
つ
り
く
だ
さ
い
。

　

御
神
前
に
は
、
毎
日
の
お
米

や
お
塩
・
お
水
等
の
他
に
季
節

の
初
物
、
お
土
産
等
も
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
お
供
え
し
、

お
参
り
し
ま
し
ょ
う
。

◎
一
年
間
お
守
り
い
た
だ
い
た

古
い
お
札
は
感
謝
を
込
め
て
、

石
鎚
神
社
、
ま
た
は
お
近
く
の

氏
神
様
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

神 

札 

と 

神 

棚

神 

札 

と 

神 

棚

神 

札 

と 

神 

棚

お
お
み
し
る
し

初
穂
料　

二
七
、O
O
O
円

初
穂
料　

一
、O
O
O
円

初
穂
料　

一
、O
O
O
円

初
穂
料　

一
二
、O
O
O
円

サイズ：高さ44㎝×横巾46㎝×奥行22㎝

・
神
棚（
三
社
造
り
）（
一
社
造
り
）は
、本
社 

社
務
所
へ
お
声
掛
け
下
さ
い
。

・
簡
易
神
棚
と
御
札
た
て
は
、本
社
、成
就
社
へ
お
声
掛
け
下
さ
い
。

を
お
祀
り
し
ま
し
ょ
う

《
大
麻
の
ま
つ
り
方
》

横
に
並
べ
て
ま
つ
る
場
合

三
社
造

重
ね
て
ま
つ
る
場
合

一
社
造
・
簡
易
神
棚
・
御
札
立

《
大
麻
頒
布

　
　

   
御
世
話
人
の
皆
様
へ
》

　

例
年
、
お
世
話
人
の
皆
さ
ま

に
よ
り
ま
し
て
各
地
の
信

者
・
崇
敬
者
の
方
々
に
大
麻

の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
の
石
鎚
神
社
大
麻
数

の
変
更
、
ま
た
御
世
話
人
の

変
更
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

九
月
中
に
本
社
ま
で
ご
連
絡

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
ご
連
絡
の
な
い
場
合
に

は
、
昨
年
と
同
数
の
大
麻
を
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

。

連
絡
先

石
鎚
神
社　

担
当　

祭
儀
課

電
話  

０
８
９
７
|
５
５
|
４
０
４
４



第750号 （二ヶ月一回一日発行） 令和３年１０月１日石　鎚　社　報 第750号 （二ヶ月一回一日発行） 令和３年１０月１日石　鎚　社　報

-１２--１３-

崇　

敬　

神　

社

氏　

神　

神　

社

天 

照 

皇 

大 

神 

宮

天 
照 
皇 

大 

神 

宮

天 

照 

皇 

大 

神 

宮

崇 　

 

敬　

神　

社

氏 　

 

神　

神　

社

令
和
三
年
十
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
よ
り

　

来
る
令
和
四
年
に
奉
斎
す
る

大
麻
（
た
い
ま
・
お
は
ら
い
さ

ん
）
の
頒
布
式
を
月
次
祭
に
あ

わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
の
新
し
い
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
神
棚
を
清
め
、

神
宮
大
麻
・
氏
神
神
社
及
び
崇

敬
す
る
神
社
の
大
麻
・
お
神
札

を
大
神
様
の
大
御
璽
と
し
て
拝

受
・
奉
斎
し
、
一
年
間
各
家
庭

の
守
護
神
と
し
て
諸
々
の
罪
穢

を
祓
い
清
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
神
様
の
広
大
な
御
加
護
を

い
た
だ
き
、
家
族
の
一
年
間
の

無
事
と
幸
せ
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

　

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ

せ
て
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

神
宮
大
麻

石
鎚
神
社
大
麻

　

神
宮
大
麻
、
石
鎚
神
社
大
麻
を
始
め
、
神
札
は
、
新
し
い
年
を

迎
え
る
と
き
、
ま
た
新
居
な
ど
へ
引
っ
越
し
の
際
に
、
ご
自
宅
や

会
社
を
御
守
護
（
お
は
ら
い
）
し
て
頂
く
御
札
で
す
。

神
宮
大
麻　
　
　
　

初
穂
料
一
，〇
〇
〇
円

石
鎚
神
社
大
麻　
　

初
穂
料
一
，〇
〇
〇
円

大 

麻 

頒 

布 

式

大 

麻 

頒 

布 

式

大 

麻 

頒 

布 

式

《
神
棚
の
ま
つ
り
方
》

　

神
棚
は
家
庭
の
中
心
で
す
か

ら
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お

き
、
南
か
東
に
向
く
よ
う
に
お

ま
つ
り
し
ま
す
。

　

神
棚
の
無
い
ご
家
庭
で
も
大

麻
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
目
の

高
さ
く
ら
い
の
タ
ン
ス
や
本
棚

の
上
を
綺
麗
に
し
て
、
簡
易
神

棚
・
御
札
立
を
置
き
、
神
棚
と

し
て
お
ま
つ
り
く
だ
さ
い
。

　

御
神
前
に
は
、
毎
日
の
お
米

や
お
塩
・
お
水
等
の
他
に
季
節

の
初
物
、
お
土
産
等
も
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
お
供
え
し
、

お
参
り
し
ま
し
ょ
う
。

◎
一
年
間
お
守
り
い
た
だ
い
た

古
い
お
札
は
感
謝
を
込
め
て
、

石
鎚
神
社
、
ま
た
は
お
近
く
の

氏
神
様
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

神 

札 

と 

神 

棚

神 

札 

と 

神 

棚

神 

札 

と 

神 

棚

お
お
み
し
る
し

初
穂
料　

二
七
、O
O
O
円

初
穂
料　

一
、O
O
O
円

初
穂
料　

一
、O
O
O
円

初
穂
料　

一
二
、O
O
O
円

サイズ：高さ44㎝×横巾46㎝×奥行22㎝

・
神
棚（
三
社
造
り
）（
一
社
造
り
）は
、本
社 

社
務
所
へ
お
声
掛
け
下
さ
い
。

・
簡
易
神
棚
と
御
札
た
て
は
、本
社
、成
就
社
へ
お
声
掛
け
下
さ
い
。

を
お
祀
り
し
ま
し
ょ
う

《
大
麻
の
ま
つ
り
方
》

横
に
並
べ
て
ま
つ
る
場
合

三
社
造

重
ね
て
ま
つ
る
場
合

一
社
造
・
簡
易
神
棚
・
御
札
立

《
大
麻
頒
布

　
　

   

御
世
話
人
の
皆
様
へ
》

　

例
年
、
お
世
話
人
の
皆
さ
ま

に
よ
り
ま
し
て
各
地
の
信

者
・
崇
敬
者
の
方
々
に
大
麻

の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
の
石
鎚
神
社
大
麻
数

の
変
更
、
ま
た
御
世
話
人
の

変
更
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

九
月
中
に
本
社
ま
で
ご
連
絡

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
ご
連
絡
の
な
い
場
合
に

は
、
昨
年
と
同
数
の
大
麻
を
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

。

連
絡
先

石
鎚
神
社　

担
当　

祭
儀
課

電
話  

０
８
９
７
|
５
５
|
４
０
４
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結
婚
式
は
、
こ
れ
ま
で
、
お
二
人
の
人
生
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族
を
始
め
と

す
る
方
々
へ
の
感
謝
と
、「
神
縁
・
人
縁
」
お
二
人
が
出
逢
え
た
ご
縁
に
も
感
謝
し
つ
つ
、

大
神
様
が
見
守
る
大
前
で
、
共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
新
郎
新
婦

お
二
人
の
心
と
心
を
繋
ぎ
、
そ
し
て
御
両
家
の
お
付
き
合
い
が
子
々
孫
々
と
末
永
く
続
き
、

益
々
の
弥
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
儀
式
で
す
。

　
緑
樹
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
浄
域
に
在
る
本
社
の
御
本
殿
で
結
婚
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

お
二
人
の
新
た
な
る
人
生
の
第
一
歩
を
印
す
誓
い
の
儀
式
と
し
て
、
お
申
込
み
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

結
婚
式
初
穂
料
・
・
・
八
万
円

結
婚
式
で
は
、
三
三
九
度
の
盃
、
誓
詞
奏
上
、
結
婚
指
輪
交
換
、
玉
串
拝
礼
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
巫
女
の
神
楽
舞
の
奉
納
も
ご
ざ
い
ま
す
。

衣
装
・
着
付
け
・
写
真
・
宴
会
食
承
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

本
社
会
館　

担
当　

山
本

℡　

〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
一
六
八

　
　

令
和
三
年
七
月
三
十
一
日
付

　

会
館
主
任

　
　
　
　
　

矢
野　

孝
明

　

今
年
七
月
末
日
を
も
ち
ま
し

て
定
年
を
迎
え
、
退
職
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
竣
工
の
奥
宮
頂

上
社
ご
本
殿
の
竣
工
に
あ
わ
せ
て
、

頂
上
山
荘
が
改
築
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
の
「
山
頂
白
石
小
屋
」
か
ら

『
石
鎚
神
社
頂
上
山
荘
』
へ
と
生

ま
れ
変
わ
り
、
そ
の
立
ち
上
げ
の

仕
事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
、
有
り
難
く
、
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

石
鎚
神
社　

結
婚
式
の
ご
案
内

　

以
降
、
年
間
を
通
じ
て
会
館
・

山
荘
の
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

神
社
・
本
教
の
神
事
、
行
事
等
は

多
々
あ
り
、
そ
の
都
度
、
宿
泊
、

食
事
等
の
提
供
が
伴
い
ま
す
。
当

初
は
不
慣
れ
で
、
至
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
工
夫

を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

宮
司
様
、
神
職
方
に
ご
教
授
い
た

だ
き
、
誠
の
心
で
、
ま
ご
こ
ろ
を

も
っ
て
、
「
来
ら
れ
た
お
客
様
に

は
喜
ん
で
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
」
微
力
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す

が
、
対
応
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
に

バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
、
コ
ロ
ナ
感

染
が
終
息
し
た
の
ち
は
、
石
鎚
の

信
仰
、
行
事
が
再
び
に
ぎ
や
か
で
、

楽
し
く
、
幸
せ
に
、
あ
ら
た
め
て

石
鎚
信
仰
が
再
び
盛
り
上
が
り

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
長
い
間
、
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

   

合
掌

　

出
仕　
　

岡
内　

壮
智

　
　
　

令
和
三
年
七
月
三
十
一
日
付

　

こ
の
度
、
七
月
末
日
を
以
て
退
職
さ

せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
二

年
四
ヶ
月
と
短
い
期
間
で
は
ご
ざ
い
ま

し
た
が
石
鎚
神
社
に
奉
職
さ
せ
て
い
た

だ
き
様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
た
、
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

在
職
中
御
指
導
を
賜
り
ま
し
た
職

員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆
様
、

豊
友
会
の
先
生
方
、
崇
敬
者
の
皆
様
方

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
お
申
し
上
げ
ま
す
。

　

神
社
で
学
ん
だ
事
を
、
教
会
で
の
ご

奉
仕
に
活
用
し
、
神
縁
人
縁
を
大
切
に

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
退
職
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

石
鎚
立
螺
之
会
主
催

　

第
二
十
七
回

　
　

石
鎚
立
螺
法
講
習
会

　
　

並
び
に
法
螺
奉
納
大
会

　
　
　
　

  

中
止
の
お
知
ら
せ

　

例
年
十
一
月
二
日
・
三
日
に

成
就
社
に
て
執
り
行
わ
れ
て
い

ま
す
、
石
鎚
立
螺
之
会
主
催
石

鎚
立
螺
法
講
習
会
並
び
に
奉

納
大
会
は
、
今
年
も
昨
年
に
引

き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、
皆
様

の
健
康
と
安
全
を
お
守
す
る
事

を
第
一
と
考
え
、
今
年
度
は
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

次
回
、
感
染
症
が
収
ま
り
ま

し
た
ら
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
皆
様
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
文
責　

大
岡
権
禰
宜
）
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結
婚
式
は
、
こ
れ
ま
で
、
お
二
人
の
人
生
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族
を
始
め
と

す
る
方
々
へ
の
感
謝
と
、「
神
縁
・
人
縁
」
お
二
人
が
出
逢
え
た
ご
縁
に
も
感
謝
し
つ
つ
、

大
神
様
が
見
守
る
大
前
で
、
共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
新
郎
新
婦

お
二
人
の
心
と
心
を
繋
ぎ
、
そ
し
て
御
両
家
の
お
付
き
合
い
が
子
々
孫
々
と
末
永
く
続
き
、

益
々
の
弥
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
儀
式
で
す
。

　
緑
樹
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
浄
域
に
在
る
本
社
の
御
本
殿
で
結
婚
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

お
二
人
の
新
た
な
る
人
生
の
第
一
歩
を
印
す
誓
い
の
儀
式
と
し
て
、
お
申
込
み
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

結
婚
式
初
穂
料
・
・
・
八
万
円

結
婚
式
で
は
、
三
三
九
度
の
盃
、
誓
詞
奏
上
、
結
婚
指
輪
交
換
、
玉
串
拝
礼
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
巫
女
の
神
楽
舞
の
奉
納
も
ご
ざ
い
ま
す
。

衣
装
・
着
付
け
・
写
真
・
宴
会
食
承
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

本
社
会
館　

担
当　

山
本

℡　

〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
一
六
八

　
　

令
和
三
年
七
月
三
十
一
日
付

　

会
館
主
任

　
　
　
　
　

矢
野　

孝
明

　

今
年
七
月
末
日
を
も
ち
ま
し

て
定
年
を
迎
え
、
退
職
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
竣
工
の
奥
宮
頂

上
社
ご
本
殿
の
竣
工
に
あ
わ
せ
て
、

頂
上
山
荘
が
改
築
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
の
「
山
頂
白
石
小
屋
」
か
ら

『
石
鎚
神
社
頂
上
山
荘
』
へ
と
生

ま
れ
変
わ
り
、
そ
の
立
ち
上
げ
の

仕
事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
、
有
り
難
く
、
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

石
鎚
神
社　

結
婚
式
の
ご
案
内

　

以
降
、
年
間
を
通
じ
て
会
館
・

山
荘
の
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

神
社
・
本
教
の
神
事
、
行
事
等
は

多
々
あ
り
、
そ
の
都
度
、
宿
泊
、

食
事
等
の
提
供
が
伴
い
ま
す
。
当

初
は
不
慣
れ
で
、
至
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
工
夫

を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

宮
司
様
、
神
職
方
に
ご
教
授
い
た

だ
き
、
誠
の
心
で
、
ま
ご
こ
ろ
を

も
っ
て
、
「
来
ら
れ
た
お
客
様
に

は
喜
ん
で
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
」
微
力
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す

が
、
対
応
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
に

バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
、
コ
ロ
ナ
感

染
が
終
息
し
た
の
ち
は
、
石
鎚
の

信
仰
、
行
事
が
再
び
に
ぎ
や
か
で
、

楽
し
く
、
幸
せ
に
、
あ
ら
た
め
て

石
鎚
信
仰
が
再
び
盛
り
上
が
り

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
長
い
間
、
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

   

合
掌

　

出
仕　
　

岡
内　

壮
智

　
　
　

令
和
三
年
七
月
三
十
一
日
付

　

こ
の
度
、
七
月
末
日
を
以
て
退
職
さ

せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
二

年
四
ヶ
月
と
短
い
期
間
で
は
ご
ざ
い
ま

し
た
が
石
鎚
神
社
に
奉
職
さ
せ
て
い
た

だ
き
様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
た
、
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

在
職
中
御
指
導
を
賜
り
ま
し
た
職

員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆
様
、

豊
友
会
の
先
生
方
、
崇
敬
者
の
皆
様
方

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
お
申
し
上
げ
ま
す
。

　

神
社
で
学
ん
だ
事
を
、
教
会
で
の
ご

奉
仕
に
活
用
し
、
神
縁
人
縁
を
大
切
に

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
退
職
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

石
鎚
立
螺
之
会
主
催

　

第
二
十
七
回

　
　

石
鎚
立
螺
法
講
習
会

　
　

並
び
に
法
螺
奉
納
大
会

　
　
　
　

  

中
止
の
お
知
ら
せ

　

例
年
十
一
月
二
日
・
三
日
に

成
就
社
に
て
執
り
行
わ
れ
て
い

ま
す
、
石
鎚
立
螺
之
会
主
催
石

鎚
立
螺
法
講
習
会
並
び
に
奉

納
大
会
は
、
今
年
も
昨
年
に
引

き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、
皆
様

の
健
康
と
安
全
を
お
守
す
る
事

を
第
一
と
考
え
、
今
年
度
は
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

次
回
、
感
染
症
が
収
ま
り
ま

し
た
ら
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
皆
様
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
文
責　

大
岡
権
禰
宜
）
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本
年
、
七
五
三
を
迎
え
ら
れ
る
ご
家

族
ご
親
族
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う

御
座
い
ま
す
。

お
子
様
の
つ
つ
が
な
い
成
長
は
、
ご
家
族

の
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

神
様
の
お
守
り
、
ご
家
族
・
ご
先
祖

様
の
あ
た
た
か
な
お
守
り
を
い
た
だ
き
、

健
や
か
な
成
長
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

祈
祷
受
付
終
了
後
、
殿
内
で
の
密

集
を
避
け
る
為
に
、
ご
案
内
に
制
限

を
設
け
て
お
り
ま
す
。

Q
今
年
の
七
五
三
は
何
年
生
ま
れ
で
す
か
？

Ⓐ

Q
祈
祷
料
は
？

Ⓐ
一
件
５
千
円
か
ら

兄
弟
姉
妹
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
　

１
人　

５
千
円

　
　

２
人　

８
千
円

　
　

３
人　

１
万
円

Q
参
拝
日
が
雨
の
予
報
な
の
で
す
が
…

Ⓐ
車
で
本
殿
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
爺
ち
ゃ
ん
・
お
婆
ち
ゃ
ん
、
皆
様

ご
一
緒
に
本
殿
ま
で
ど
う
ぞ
♪

Q
お
詣
り
は
い
つ
か
ら
可
能
で
す
か
？

Ⓐ
毎
月
１
日
と
15
日
は
午
前
１０
時
よ
り
月

次
祭
の
為
、
時
間
の
制
限
が
御
座
い

ま
す
。
日
時
が
お
決
ま
り
で
し
た
ら
、

電
話
に
て
ご
確
認・ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
０
８
９
７
|
５
５
|
４
０
４
４
】

年　齢

七歳の女児

帯解のお祝い
平成27年

平成29年
五歳の男児

袴着のお祝い

平成31年
令和元年

平成26年

平成28年

平成30年
三歳の男・女

髪置のお祝い

数え年 満年齢

おびとき

はかまぎ

かみおき

　

ご
参
拝
の
叶
わ
な
い
方
の
為
に
、
郵
送
に

て
御
祈
祷
の
ご
案
内
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
手
紙
や
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
神
社
Ｈ
Ｐ
か
ら

の
メ
ー
ル
に
て
お
申
込
み
を
頂
き
、
神
職
が

御
祈
祷
し
、
御
祈
願
を
込
め
た
御
神
札
・
御

守
を
ご
自
宅
へ
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

遠
方
で
予
定
が
組
め
な
い
方
、
身
体
な
ど

の
諸
事
の
方
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
に
行
動
の
制

限
が
あ
る
方
な
ど
、
ご
参
拝
が
叶
わ
な
い
方

へ
の
ご
案
内
で
す
。

申
し
込
み
必
要
事
項

氏
名
（
ふ
り
が
な
）

生
年
月
日

郵
便
番
号

住
所

御
祈
願
料

祈
祷
内
容

電
話
番
号
（
日
中
連
絡
が
つ
く
番
号
）

　

祈
祷
申
込
を
さ
れ
た
日
か
ら
希
望
の
期
間
、

朝
の
神
事
に
併
せ
て
連
日
祈
祷
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

５
日
間　

初
穂
料
２
万
円

10
日
間　

初
穂
料
３
万
円

　

１
カ
月　

初
穂
料
５
万
円

【
中
木
札
を
希
望
の
方
】　

　
　
　
　
　

追
加　

初
穂
料
２
千
円

【
大
木
札
を
希
望
の
方
】

　
　
　
　
　

追
加　

初
穂
料
５
千
円

右
記
の
期
間
以
外
も
承
り
ま
す
の
で
、

本
社
へ
ご
連
絡
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

西
条
市
西
田
甲
７
９
７

石
鎚
神
社　

祭
儀
課

電
話  

０
８
９
７
|

５
５
|

４
０
４
４

初
穂
料　
　

５
千
円

　
　
　
　
　
　

７
千
円

　
　
　
　
　
　

１
万
円
以
上

　

御
神
札
の
種
類
と
大
き
さ

　
　
　
　
　

種　

類　
　

縦　
　
　
　

横

　
　
　
　

【
小
木
札
】

54
㎝　

×

10
㎝

　
　
　
　

【
中
木
札
】

70
㎝　

×

11
㎝

　
　
　
　

【
大
木
札
】

84
㎝　

×

13
㎝

　
　
　
　

【
導
者
札
】

37
㎝　

×　

７
㎝

　
　
　
　

【
舟
中
札
】

24
㎝　

×　

６
㎝

　

初
穂
料
に
よ
っ
て
選
べ
る
御
神
札
の
種
類

に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

尚
、
御
神
札
を
御
守
に
変
更
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
の
で
、
本
社
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

郵
送
祈
祷
の
ご
案
内

連
日
祈
祷
の
ご
案
内

御
祈
祷
料
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本
年
、
七
五
三
を
迎
え
ら
れ
る
ご
家

族
ご
親
族
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う

御
座
い
ま
す
。

お
子
様
の
つ
つ
が
な
い
成
長
は
、
ご
家
族

の
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

神
様
の
お
守
り
、
ご
家
族
・
ご
先
祖

様
の
あ
た
た
か
な
お
守
り
を
い
た
だ
き
、

健
や
か
な
成
長
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

祈
祷
受
付
終
了
後
、
殿
内
で
の
密

集
を
避
け
る
為
に
、
ご
案
内
に
制
限

を
設
け
て
お
り
ま
す
。

Q
今
年
の
七
五
三
は
何
年
生
ま
れ
で
す
か
？

Ⓐ

Q
祈
祷
料
は
？

Ⓐ
一
件
５
千
円
か
ら

兄
弟
姉
妹
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
　

１
人　

５
千
円

　
　

２
人　

８
千
円

　
　

３
人　

１
万
円

Q
参
拝
日
が
雨
の
予
報
な
の
で
す
が
…

Ⓐ
車
で
本
殿
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
爺
ち
ゃ
ん
・
お
婆
ち
ゃ
ん
、
皆
様

ご
一
緒
に
本
殿
ま
で
ど
う
ぞ
♪

Q
お
詣
り
は
い
つ
か
ら
可
能
で
す
か
？

Ⓐ
毎
月
１
日
と
15
日
は
午
前
１０
時
よ
り
月

次
祭
の
為
、
時
間
の
制
限
が
御
座
い

ま
す
。
日
時
が
お
決
ま
り
で
し
た
ら
、

電
話
に
て
ご
確
認・ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
０
８
９
７
|
５
５
|
４
０
４
４
】

年　齢

七歳の女児

帯解のお祝い
平成27年

平成29年
五歳の男児

袴着のお祝い

平成31年
令和元年

平成26年

平成28年

平成30年
三歳の男・女

髪置のお祝い

数え年 満年齢

おびとき

はかまぎ

かみおき

　

ご
参
拝
の
叶
わ
な
い
方
の
為
に
、
郵
送
に

て
御
祈
祷
の
ご
案
内
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
手
紙
や
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
神
社
Ｈ
Ｐ
か
ら

の
メ
ー
ル
に
て
お
申
込
み
を
頂
き
、
神
職
が

御
祈
祷
し
、
御
祈
願
を
込
め
た
御
神
札
・
御

守
を
ご
自
宅
へ
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

遠
方
で
予
定
が
組
め
な
い
方
、
身
体
な
ど

の
諸
事
の
方
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
に
行
動
の
制

限
が
あ
る
方
な
ど
、
ご
参
拝
が
叶
わ
な
い
方

へ
の
ご
案
内
で
す
。

申
し
込
み
必
要
事
項

氏
名
（
ふ
り
が
な
）

生
年
月
日

郵
便
番
号

住
所

御
祈
願
料

祈
祷
内
容

電
話
番
号
（
日
中
連
絡
が
つ
く
番
号
）

　

祈
祷
申
込
を
さ
れ
た
日
か
ら
希
望
の
期
間
、

朝
の
神
事
に
併
せ
て
連
日
祈
祷
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

５
日
間　

初
穂
料
２
万
円

10
日
間　

初
穂
料
３
万
円

　

１
カ
月　

初
穂
料
５
万
円

【
中
木
札
を
希
望
の
方
】　

　
　
　
　
　

追
加　

初
穂
料
２
千
円

【
大
木
札
を
希
望
の
方
】

　
　
　
　
　

追
加　

初
穂
料
５
千
円

右
記
の
期
間
以
外
も
承
り
ま
す
の
で
、

本
社
へ
ご
連
絡
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

西
条
市
西
田
甲
７
９
７

石
鎚
神
社　

祭
儀
課

電
話  

０
８
９
７
|

５
５
|

４
０
４
４

初
穂
料　
　

５
千
円

　
　
　
　
　
　

７
千
円

　
　
　
　
　
　

１
万
円
以
上

　

御
神
札
の
種
類
と
大
き
さ

　
　
　
　
　

種　

類　
　

縦　
　
　
　

横

　
　
　
　

【
小
木
札
】

54
㎝　

×

10
㎝

　
　
　
　

【
中
木
札
】

70
㎝　

×

11
㎝

　
　
　
　

【
大
木
札
】

84
㎝　

×

13
㎝

　
　
　
　

【
導
者
札
】

37
㎝　

×　

７
㎝

　
　
　
　

【
舟
中
札
】

24
㎝　

×　

６
㎝

　

初
穂
料
に
よ
っ
て
選
べ
る
御
神
札
の
種
類

に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

尚
、
御
神
札
を
御
守
に
変
更
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
の
で
、
本
社
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

郵
送
祈
祷
の
ご
案
内

連
日
祈
祷
の
ご
案
内

御
祈
祷
料
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氏
子
会
の
毎
年
恒
例
の
行
事
と

し
て
、
注
連
縄
を
作
製
し
、
本
社

御
本
殿
を
始
め
、
本
社
・
成
就
社
・

頂
上
社
の
境
内
各
所
へ
奉
納
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

お
山
開
き
大
祭
に
御
登
拝
の
信

者
の
皆
さ
ま
が
、
気
持
ち
よ
く
お

山
に
登
れ
る
よ
う
に
と
近
年
は
、

成
就
社
の
神
門
へ
も
毎
年
奉
納
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
昨
年
の
九
月
に
稲
を

刈
り
取
り
、
稲
わ
ら
を
陰
干
し
し
、

十
一
月
か
ら
十
二
月
の
毎
週
土
・

日
曜
日
に
社
務
所
下
駐
車
場
に
て

作
製
し
、
本
年
の
六
月
十
三
日
に

成
就
社
境
内
清
掃
に
あ
わ
せ
注
連

縄
取
り
替
え
奉
納
を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
参
拝
の
折
に
ご
覧
い
た
だ
き
、

清
々
し
く
ご
登
拝
し
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
り
に
く
い
時

期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
年
に
向

け
注
連
縄
作
製
を
行
え
る
か
計

画
・
検
討
中
で
す
。
作
製
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
社
報
に
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ご
都
合

等
が
合
い
ま
し
た
ら
、
ご
一
緒
に

注
連
縄
作
製
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

氏
子
会
の
活
動

氏
子
参
拝
の
日
（
御
神
像
拝
戴
）

成
就
社
境
内
清
掃

注
連
縄
作
製　
　

な
ど

　

氏
子
会
の
活
動
を
一
緒
に
し
て

み
た
い
、
興
味
が
あ
る
、
そ
ん
な

方
は
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
ま

し
た
ら
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

本
社
・
権
禰
宜　

十
亀
ま
で

石
鎚
神
社　

氏
子
会

　
　

中
宮
成
就
社　

神
門
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

注
連
縄
奉
納

　

合
掌
。
な
ん
と
美
し
い
お
姿

と
お
お
も
い
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

幼
い
子
供
が
も
み
じ
の
手
を
合

わ
せ
る
姿
、
大
人
が
両
手
を
合

わ
せ
て
お
祈
り
し
て
い
る
姿

…
…
こ
れ
は
ど
な
た
が
お
作
り

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
世

界
中
言
葉
、
習
慣
は
異
な
っ
て

い
て
も
、
合
掌
だ
け
は
お
な
じ

で
す
ね
。
た
だ
手
を
合
わ
せ
る

と
い
う
事
だ
け
な
の
に
、
こ
れ

ほ
ど
色
々
の
事
を
表
し
て
い
る

姿
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
人
間

だ
れ
で
も
神
様
の
前
に
行
っ
た

ら
し
ず
し
ず
合
掌
し
、
頭
を
下

げ
ま
す
。
又
、
懺
悔
の
時
や
苦

し
い
時
に
は
「
神
様
、
仏
様
お

助
け
下
さ
い
」
と
叫
び
、
両
手

を
合
わ
せ
ま
す
。
人
間
本
来
の

姿
で
し
ょ
う
か
。
合
掌
す
る
事

は
物
に
感
謝
す
る
事
だ
と
思
い

ま
す
。
感
謝
す
る
心
か
ら
は
温

か
い
心
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま

す
。
温
か
い
心
が
生
ま
れ
れ
ば

家
庭
は
明
る
く
、
毎
日
が
楽
し

く
暮
ら
せ
ま
す
。
そ
の
美
し
い

人
間
本
来
の
姿
を
今
の
人
々
は

忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
の
世

の
中
は
物
に
満
ち
て
心
淋
し
い

時
代
で
す
。
で
も
私
達
は
石
鎚

大
神
様
の
御
信
仰
と
い
う
あ
り

が
た
い
ご
加
護
が
あ
り
ま
す
。

神
に
感
謝
、
自
然
に
感
謝
、
人

に
感
謝
を
ご
指
導
下
さ
っ
た
の

が
教
会
の
両
先
生
で
す
。
一
日

一
日
を
生
き
る
尊
さ
を
自
覚
し
、

正
し
く
自
分
を
見
直
し
、
信
仰

の
力
で
心
身
を
養
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
私
は
一
日

何
回
と
な
く
合
掌
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
は
家
族
も
笑
っ
て
い
ま

し
た
が
、
近
頃
は
娘
の
言
葉
の

端
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ほ

ん
と
う
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

合
掌
に
通
う
心
（
当
時
）
和
食
支
部　

友
永　

栄

（
た
か
ね
第
十
号　

昭
和
五
十
三
年
発
刊
よ
り
）
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氏
子
会
の
毎
年
恒
例
の
行
事
と

し
て
、
注
連
縄
を
作
製
し
、
本
社

御
本
殿
を
始
め
、
本
社
・
成
就
社
・

頂
上
社
の
境
内
各
所
へ
奉
納
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

お
山
開
き
大
祭
に
御
登
拝
の
信

者
の
皆
さ
ま
が
、
気
持
ち
よ
く
お

山
に
登
れ
る
よ
う
に
と
近
年
は
、

成
就
社
の
神
門
へ
も
毎
年
奉
納
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
昨
年
の
九
月
に
稲
を

刈
り
取
り
、
稲
わ
ら
を
陰
干
し
し
、

十
一
月
か
ら
十
二
月
の
毎
週
土
・

日
曜
日
に
社
務
所
下
駐
車
場
に
て

作
製
し
、
本
年
の
六
月
十
三
日
に

成
就
社
境
内
清
掃
に
あ
わ
せ
注
連

縄
取
り
替
え
奉
納
を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
参
拝
の
折
に
ご
覧
い
た
だ
き
、

清
々
し
く
ご
登
拝
し
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
り
に
く
い
時

期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
年
に
向

け
注
連
縄
作
製
を
行
え
る
か
計

画
・
検
討
中
で
す
。
作
製
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
社
報
に
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ご
都
合

等
が
合
い
ま
し
た
ら
、
ご
一
緒
に

注
連
縄
作
製
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

氏
子
会
の
活
動

氏
子
参
拝
の
日
（
御
神
像
拝
戴
）

成
就
社
境
内
清
掃

注
連
縄
作
製　
　

な
ど

　

氏
子
会
の
活
動
を
一
緒
に
し
て

み
た
い
、
興
味
が
あ
る
、
そ
ん
な

方
は
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
ま

し
た
ら
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

本
社
・
権
禰
宜　

十
亀
ま
で

石
鎚
神
社　

氏
子
会

　
　

中
宮
成
就
社　

神
門
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

注
連
縄
奉
納

　

合
掌
。
な
ん
と
美
し
い
お
姿

と
お
お
も
い
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

幼
い
子
供
が
も
み
じ
の
手
を
合

わ
せ
る
姿
、
大
人
が
両
手
を
合

わ
せ
て
お
祈
り
し
て
い
る
姿

…
…
こ
れ
は
ど
な
た
が
お
作
り

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
世

界
中
言
葉
、
習
慣
は
異
な
っ
て

い
て
も
、
合
掌
だ
け
は
お
な
じ

で
す
ね
。
た
だ
手
を
合
わ
せ
る

と
い
う
事
だ
け
な
の
に
、
こ
れ

ほ
ど
色
々
の
事
を
表
し
て
い
る

姿
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
人
間

だ
れ
で
も
神
様
の
前
に
行
っ
た

ら
し
ず
し
ず
合
掌
し
、
頭
を
下

げ
ま
す
。
又
、
懺
悔
の
時
や
苦

し
い
時
に
は
「
神
様
、
仏
様
お

助
け
下
さ
い
」
と
叫
び
、
両
手

を
合
わ
せ
ま
す
。
人
間
本
来
の

姿
で
し
ょ
う
か
。
合
掌
す
る
事

は
物
に
感
謝
す
る
事
だ
と
思
い

ま
す
。
感
謝
す
る
心
か
ら
は
温

か
い
心
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま

す
。
温
か
い
心
が
生
ま
れ
れ
ば

家
庭
は
明
る
く
、
毎
日
が
楽
し

く
暮
ら
せ
ま
す
。
そ
の
美
し
い

人
間
本
来
の
姿
を
今
の
人
々
は

忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
の
世

の
中
は
物
に
満
ち
て
心
淋
し
い

時
代
で
す
。
で
も
私
達
は
石
鎚

大
神
様
の
御
信
仰
と
い
う
あ
り

が
た
い
ご
加
護
が
あ
り
ま
す
。

神
に
感
謝
、
自
然
に
感
謝
、
人

に
感
謝
を
ご
指
導
下
さ
っ
た
の

が
教
会
の
両
先
生
で
す
。
一
日

一
日
を
生
き
る
尊
さ
を
自
覚
し
、

正
し
く
自
分
を
見
直
し
、
信
仰

の
力
で
心
身
を
養
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
私
は
一
日

何
回
と
な
く
合
掌
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
は
家
族
も
笑
っ
て
い
ま

し
た
が
、
近
頃
は
娘
の
言
葉
の

端
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ほ

ん
と
う
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

合
掌
に
通
う
心
（
当
時
）
和
食
支
部　

友
永　

栄

（
た
か
ね
第
十
号　

昭
和
五
十
三
年
発
刊
よ
り
）
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▲

石　

鎚　

社　

報

〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

（
発
行
所
）
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

【
連
絡
先
】
電
話
（
〇
八
九
七
）

　

五
五
｜
四
〇
四
四　

本　

社

　

五
五
｜
七
二
四
二　

F
A
X　

　

五
五
｜
四
一
六
八　

会　

館

　

五
五
｜
七
二
八
一　

F
A
X　

　

五
九
｜
〇
一
〇
六　

成　

就

　

五
九
｜
〇
四
〇
八　

F
A
X　

　

五
三
｜
〇
〇
〇
八　

土
小
屋

【
振
替
】〇
一
六
八
〇―

〇―

一
八
三
六
〇

【
発
行
代
表
者
】
武

智　

正

人

【
編　

集
】　　

  

十　

亀　

雅　

史

【
印
刷
所
】
プ
リ
・
キ
ュ
ウ
・
プ
レ
ス

【
購
読
料
】
送
料
共　

年
五
〇
〇
円

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

石鎚神社 検索で

  

【
お
知
ら
せ
】

石
鎚
社
報
の
購
読
料
は
年
間
六
回
発
行

で
、
五
百
円
で
す
。
購
読
料
未
納
の
方

は
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
付
年
数
が
不
明
な
方
、
発
送
中
止
が

希
望
の
方
は
本
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

先
達
通
信
号
（
五
月
に
送
付
）
は
先
達

会
符
所
有
者
に
無
料
送
付
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

新
規
申
し
込
み
の
方
は

石
鎚
神
社　

社
報
係　

担
当　

髙
橋

　
　
　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

五
月
に
開
門
祭
を
斎
行
し
、夏
山
大

祭
を
始
め
日
々
の
神
事
を
執
り
行
い
ま

し
た
令
和
三
年
。

　

年
毎
の
例
の
隨
に
十
一
月
三
日
、閉

門
祭
を
斎
行
致
し
ま
す
。

　

頂
上
社
で
は
、閉
門
祭
ま
で
神
職

が
常
駐
し
、朝
拝
夕
拝
、御
祈
祷
、授

与
品
の
授
与
を
ご
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
対
策
を
万
全
に
、ご
登
拝
く

だ
さ
い
。

頂
上
山
荘

宿
泊　

人
数
制
限
し
営
業
し
て
い
ま
す
。

昼
食　

土
日
祝
日
の
み
、カ
レ
ー
の
み

　
　
　

販
売
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
四
日
、午
前
八
時
頃
閉
店
。

頂
上
社

　

閉
門
祭
の

　
　

  

ご
案
内

令
和
三
年

十
一
月
三
日（
文
化
の
日
）

午
前
十
一
時
よ
り

（
時
間
に
多
少
前
後
が
あ
り
ま
す
）


